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付属資料１ 市営霊園における現状等 

（１）墓地に関する市民意識 

① あなたがお墓を取得するとしたら、どうような理由ですか。（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 利用できるお墓がある方にお聞きします。将来お墓の承継者がいなくなり無縁化する

可能性はありますか。（図２） 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 人口及び世帯数の推移（図３）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口の推移 世帯数の推移 

出典：「市営霊園に関する市民意識調査」平成 24年 川崎市 

 

出典：「川崎市新総合計画策定資料」平成 17年 川崎市 

 

出典：「市営霊園に関する市民意識調査」平成 24年 川崎市 
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④ 市営霊園使用者の居住地状況（図４） 

 

 

 

     

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

⑤ あなたは今後どのような墓地が供給されればよいと思いますか。（図５） 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

                

 

 

⑥ 市営霊園の墓所を取得希望する方にお聞きします。どのような墓地が供給されればよ

いと思いますか。（図６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

使用者の川崎市内居住割合 使用者の市内区別居住割合 

 

出典：「市営霊園墓所台帳」平成 25年 川崎市 

 

平成２年 平成２４年 

出典：「市営霊園に関する市民意識調査」平成 24年 川崎市 

 

出典：「市営霊園に関する市民意識調査」平成２年および平成 24年 川崎市 
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⑦ お墓を取得するとしたら、最も重視する点は何ですか。（図７） 

 

  

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 墓地を取得する費用と区画の広さについて、あなたはどのように思いますか。（図８）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「市営霊園に関する市民意識調査」平成 2年及び平成 24年 川崎市 

 

出典：「市営霊園に関する市民意識調査」平成 24年 川崎市 

 

平成２年 平成２４年 
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⑨ 市営霊園の満足している点、墓管理で負担に感じている点について（図９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ あなたはお墓をどのようにお考えですか。（図１０） 

                                          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

早野聖地霊園  
 

緑ヶ丘霊園 

市営霊園の満足している点 墓管理で負担に感じて 
いる点 

への回答割合 

平成２年 平成２４年 

出典：「市営霊園に関する市民意識調査」平成 24年 川崎市 

 

出典：「市営霊園に関する市民意識調査」平成 2年および平成 24年 川崎市 
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（２）市営霊園における今後の墓所供給の考え方 

①需要予測 

平成 3年に試算した墓所の需要予測では、平成 22年までの需要は約 25,000基で  

あったが、平成 23年に前回の試算時と同等の方法で改めて試算したところ、平成 42

年までの 20年間の需要は、約 19,000基 1）であると予測された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②供給の考え方 

１）墓所の形態について 

 ア）市民意識調査における墓所ニーズ 

   ・「合葬型墓所が良い」という意見が 31％ 

   ・「墓所が無縁化する可能性がある」という人が 53％ 

・「区画を小さくしても費用負担を抑えるべき」という意見が 74％ 

 イ）整備形態 

市民意識調査の結果を受けて、新たに整備する墓所は以下の 2種類を想定す

る。 

○管理や承継が不要な合葬型墓所 

整備コンセプト：御遺骨をお返ししないことを前提とし、親族だけでな

く、多くの人と一緒に合祀する形式とする。また、自然

環境と調和した墓所空間を創出する。 

≪これからの需要予測と供給の試算≫ ≪これまでの需要予測と供給の現状≫ 

1)20年間の墓所需要量は、下記式で求められる毎年の墓所需要量の 20年分の総和。 

 
川崎市に定住 
したいと思う
人の割合 

川崎市での 
墓所取得を希望 

する人の割合 

 

市営霊園の 
墓所を希望 
する人の割合 

× × 
毎年の 
推定 

死亡者数 
× 

市営霊園に 
おける毎年の 
墓所需要量 

＝ 
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○従来より省スペースな墓所 

整備コンセプト：1墓所の占有面積を現行の 4㎡から 1.5㎡とし、約 6割

の占有面積の削減を図り、限られた敷地内で整備可能な

墓所数の増加を目指す。また、墓所と公園緑地が一体と

なった空間の創出を図る。 

２）使用方法について 

・墓所の使用期間は基本的に 20年とし、更新ができるものとするが、その際に

は  更新手数料を徴収することを検討する。 

・墓所が無縁化することを懸念する使用者には、20年後に合葬型の墓所に手続き

無しで移ることができる方法を検討する。 

３）墓所の効率的な使用による供給 

ア）返還墓所による供給 

    1,000基【50基(緑ヶ丘霊園 40基/年・早野聖地公園 10基/年)×20年】 

 イ）合葬型墓所への改葬によって返還される墓所による供給 

    1,000基【50基/年×20年】 

４）新規墓所による供給 

 需要予測 19,000基に対して、上記のとおり墓所の効率的な使用によって 2,000

基が供給されることから、新たに 17,000基の墓所整備が必要となる。 

 ア）合葬型墓所による供給 

8,500基【17,000基×50％（市民意識調査での希望者割合）】 

 イ）省スペースな墓所による供給 

8,500基【17,000基-8,500基（合葬型墓所整備数）】 

 

③今後の墓所供給のまとめ 

 

 

  

 

 

 

 

 

2)新規に整備する 17,000基の墓所については、早野聖地公園の新規整備エリア内

で、合葬型墓所と省スペースな墓所を効率的に配置することで確保することがで

きる。

 

 

墓所の効率的な 

使用による供給 
新規整備による供給 

合計 返還 
合葬型墓所 

への改葬 

合葬型 

墓所 

省スペース

な墓所 

(1,000基) (1,000基) 
(8,500

基) 
(8,500基) 

供給基数 2,000基 17,000基 2） 19,000基 

供給 

方法 

供給数 
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付属資料２ 緑ヶ丘霊園の現況 
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付属資料３ 早野聖地公園の現況 

（１）緑の現況 

 

 

 

  



 

9 

（２）水系、生き物の現況 
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（３）交通の現況 
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(４)人の活動の現況 
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（５）文化資源の現況 

  



 

13 

付属資料４ 早野聖地公園再整備イメージ 

（１）早野聖地公園再整備イメージ 
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（２）新規整備エリアのイメージ 
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（３）樹林・芝生型墓所ゾーンの整備イメージ 

■整備方針 

・墓所の配置は複数の墓所で小さな区画を構成する形とし、各区画はそれぞれ季節

感のある植栽をテーマとするとともに、墓所の向きは 2方向の向きを組み合わせ

ることで特色のある空間づくりとする。 

・墓所を整備する面積が限られている中で、今後の墓所需要に応えるため区画内に

従来よりも省スペースな墓所を効率的に配置する。 

・高齢化社会等の社会的背景を踏まえ、区画内は可能な限りバリアフリーに整備す

る。 

・区画間のしつらえや配置等を工夫し、園内全体を楽しく散策できるようにする。 

■標準図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■整備イメージ図 

  

断面図 

平面図 
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（４）合葬型墓所ゾーンの整備イメージ 

■整備方針 

【整備方針】  

・早野の既存樹林と一体となった日常に寄り添った合葬型墓所を整備する。 

   ・管理や承継が不要な合葬型墓所とする。 

【形態・規模】 

   ・形態：地下カロート式、墓参は地上部の合同献花台にて行う。地上部は散策

路と明るい雑木林とし、日常の公園利用が可能なエリアとする。 

   ・必要な規模：8,500体以上 

   ・カロート規模：内径 5.0ｍ×10.0ｍ×H2.5ｍ×2箇所 

    ※埋葬作業の効率性を図るため、容量と同等の作業スペースを確保する。ま

た、今後の需要の変化を考慮して余裕を待たせた容量とする。 

【運営管理方針】 

   ・御遺骨を布袋等に入れて直接地下カロート内に合祀する。（親族だけでなく多

くの人と一緒に埋葬） 

   ・近隣住民に配慮する観点から直接土に触れる形での埋葬はしない。（カロート

内に埋葬） 

   ・御遺骨は返還しないことを前提とする。 

   ・生前に墓所を取得することが可能な募集方法とする。 

■断面イメージ 

 

 

 

 

 

 

  

 

  ■平面図                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■イメージスケッチ 

■断面図 
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付属資料５ 審議経過及び委員名簿 

（１）川崎市環境審議会・緑と公園部会の審議経過 

 開催日時 内容 

1 
平成 25年度 第 1回環境審議会 

（平成 25年 7月 8日) 
・川崎市における市営霊園の今後のあり方について（諮問） 

2 

平成 25年度 第 2回緑と公園部会 

(平成 25年 8月 9日) 

・審議方針の確認 

・現地視察 

・市営霊園の概要について 

3 

平成 25年度 第 4回緑と公園部会 

(平成 25年 10月 8日) 

・市営霊園に関する基礎資料について 

・事例検討 

・市営霊園のあり方について 

4 
平成 25年度 第 6回緑と公園部会 

(平成 25年 11月 29日) 
・答申(素案骨子)の検討 

5 
平成 25年度 第 7回緑と公園部会 

(平成 25年 12月 20日) 
・答申(素案骨子)の検討 

6 
平成 25年度 第 8回緑と公園部会 

(平成 25年 1月 14日) 

・今後の審議方針について 

・環境審議会への審議経過報告について 

7 
平成 25年度 第 3回環境審議会 

(平成 26年 2月 3日) 
・審議経過の中間報告 

8 
平成 26年度 第 1回緑と公園部会 

(平成 26年 4月 28日) 

・平成 25年度審議結果の確認 

・平成 26年度審議スケジュールについて 

9 
平成 26年度 第 2回緑と公園部会 

(平成 26年 6月 6日) 

・墓所整備における前提条件整理（敷地分析等） 

・今後の墓所整備の考え方について 

10 
平成 26年度 第 3回緑と公園部会 

(平成 26年 8月 11日) 

・今後の墓所整備の考え方について 

・答申(素案)の審議 

11 
平成 26年度 第 4回緑と公園部会 

(平成 26年 10月 15日) 

・答申(案)の審議 

・審議とりまとめ 

12 
平成 26年度 第 2回環境審議会 

(平成 26年 11月 18日) 
・答申審議 
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（２）緑と公園部会委員名簿 

■平成 25年度（50音順、敬称略） 

氏 名 所 属 等 専門分野等 備考 

石川 幹子 中央大学理工学部人間総合理工学科教授 環境デザイン 部会長 

影山  亥史

郎 

市民公募（緑・公園分野） 市民代表  

窪田 亜矢 東京大学大学院工学系研究科准教授 都市デザイン  

桑原 勇進 上智大学法学部教授 環境法、行政法  

鈴木 誠 東京農業大学地域環境科学部教授 造園学  

鈴木 良樹 市民公募（緑・公園分野） 市民代表  

立川 勲 セレサ川崎農業協同組合 代表理事副組合長 市民代表  

藤吉  誠一

郎 

川崎地域連合副議長 市民代表  

南 佳典 玉川大学農学部教授 生態学、環境動態

学 

副部会長 

横田 睦 公益社団法人全日本墓園協会主任研究員 墓園関係 臨時委員 

※任期：平成 24年 3月 1日から平成 26年 2月 28日まで(平成 24年 3月 1日時点) 

 

■平成 26年度（50音順、敬称略） 

氏 名 所 属 等 専門分野等 備考 

石川 幹子 中央大学理工学部人間総合理工学科教授 環境デザイン 部会長 

窪田 亜矢 東京大学大学院工学系研究科准教授 都市デザイン  

桑原 勇進 上智大学法学部教授 環境法、行政法  

鈴木 誠 東京農業大学地域環境科学部教授 造園学  

立川 勲 セレサ川崎農業協同組合 代表理事副組合長 市民代表  

藤吉 誠一郎 川崎地域連合副議長 市民代表  

南 佳典 玉川大学農学部教授 生態学、環境動態

学 

副部会長 

山村 辰男 市民公募（緑・公園分野） 市民代表  

横田 睦 公益社団法人全日本墓園協会主任研究員 墓園関係 臨時委員 

余郷 昌昭 市民公募（緑・公園分野） 市民代表  

※任期：平成 26年 3月 1日から平成 28年 2月 29日まで  (平成 26年 3月 1日時点) 
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（３）川崎市環境審議会委員名簿 

■平成 25年度（50音順、敬称略） 

氏 名 所 属 等 専門分野等 備考 

石井 誠一郎 川崎市医師会理事 市民代表  

石川 幹子 中央大学理工学部人間総合理工学科教授 環境デザイン  

井田 肇 川崎市全町内会連合会 会計監査 市民代表  

大迫 政浩 (独)国立環境研究所資源循環・廃棄物研究センター長 環境工学  

落合 由紀子 東海大学教養学部准教授 経済政策  

影山 亥史郎 市民公募（緑・公園分野） 市民代表  

神戸 治夫 川崎公害病患者と家族の会顧問 市民代表  

窪田 亜矢 東京大学大学院工学系研究科准教授 都市デザイン  

桑原 勇進 上智大学法学部教授 環境法、行政法  

小谷 幸亘 市民公募（公害対策分野） 市民代表  

小西 淑人 一般社団法人日本繊維状物質研究協会専務理事 作業環境管理学  

坂本 和彦 埼玉大学名誉教授、埼玉県環境科学国際センター総長 
大気環境科学、環境制御工

学 
 

庄司 佳子 かわさき地球温暖化対策推進協議会会長 市民代表  

進士 五十八 東京農業大学名誉教授 環境学、造園学 会長 

杉山 涼子 富士常葉大学社会環境学部教授 社会工学  

鈴木 誠 東京農業大学地域環境科学部教授 造園学  

鈴木 良樹 市民公募（緑・公園分野） 市民代表  

相馬 豊 市民公募（廃棄物分野） 市民代表  

立川 勲 セレサ川崎農業協同組合 代表理事副組合長 市民代表  

田中 秀明 川崎商工会議所議員 市民代表  

萩原 利夫 市民公募（公害対策分野） 市民代表  

藤井 修二 東京工業大学大学院教授 建築環境工学 副会長 

藤田 由紀子 専修大学法学部教授 行政学、公共政策  

藤吉 誠一郎 川崎地域連合副議長 市民代表  

藤吉 秀昭 (財)日本環境衛生センター 常務理事 廃棄物処理工学  

南 佳典 玉川大学農学部教授 生態学、環境動態学  

村上 公哉 芝浦工業大学工学部建築工学科教授 環境エネルギー計画  

村山 美香子 市民公募（廃棄物部会） 市民代表  

横田 睦 公益社団法人全日本墓園協会主任研究員 墓園関係 臨時委員 

吉門 洋 一般財団法人日本気象協会参与 大気環境科学  

※任期：平成 24年 3月 1日から平成 26年 2月 28日まで (平成 25年 7月 8日時点) 
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■平成 26年度（50音順、敬称略） 

氏 名 所 属 等 専門分野等 備考 

石川 幹子 中央大学理工学部人間総合理工学科教授 環境デザイン  

大迫 政浩 (独)国立環境研究所資源循環・廃棄物研究センター長 環境工学  

太田 史一 川崎市医師会理事 市民代表  

金子 大助 市民公募（廃棄物分野） 市民代表  

金子 守正 市民公募（廃棄物分野） 市民代表  

神戸 治夫 川崎公害病患者と家族の会顧問 市民代表  

窪田 亜矢 東京大学大学院工学系研究科准教授 都市計画・都市デザイン  

桑原 勇進 上智大学法学部教授 環境法・行政法  

神前 真紀男 川崎商工会議所議員 市民代表  

小西 淑人 一般社団法人日本繊維状物質研究協会専務理事 作業環境管理学・繊維状エアゾル計測   

坂本 和彦 埼玉大学名誉教授、埼玉県環境科学国際センター総長 大気環境科学  

庄司 佳子 川崎市地球温暖化防止活動推進センター（認定ＮＰＯ法人アクト川崎副理事長） 市民代表  

進士 五十八 東京農業大学名誉教授 環境学・造園学 会長 

杉山 涼子 常葉大学社会環境学部教授 社会工学  

鈴木 誠 東京農業大学地域環境科学部教授 造園学  

立川 勲 セレサ川崎農業協同組合 代表理事副組合長 市民代表  

藤井 修二 東京工業大学大学院教授 建築環境工学 副会長 

藤田 由紀子 専修大学法学部教授 行政学・公共政策  

藤吉 誠一郎 川崎地域連合副議長 市民代表  

藤吉 秀昭 (財)日本環境衛生センター 常務理事 廃棄物処理工学  

藤原 俊六郎 明治大学農学部特任教授 土壌肥料・リサイク

ル 

 

淵田 孝一 市民公募（公害対策分野） 市民代表  

森川 友生男 川崎市一般廃棄物処理業連絡協議会副会長 市民代表  

三角 治洋 市民公募（公害対策部会） 市民代表  

南 佳典 玉川大学農学部教授 生態学、環境動態学  

村上 公哉 芝浦工業大学工学部建築工学科教授 環境エネルギー計画  

山内 昭伍 川崎市全町内会連合会理事 市民代表  

山村 辰男 市民公募（緑・公園分野） 市民代表  

余郷 昌昭 市民公募（緑・公園分野） 市民代表  

横田 睦 公益社団法人全日本墓園協会主任研究員 墓園関係 臨時委員 

吉門 洋 一般財団法人日本気象協会参与 大気環境科学  

※任期：平成 26年 3月 1日から平成 28年 2月 29日まで (平成 26年 3月 1日時点) 

 

 

 

 


